
いちごドリルプリント

飛鳥時代 名前

問1 7世紀後半に起こった「壬申の乱」の経緯とその結果について述べた文として、正しいものはどれか。名称や関係性に注目して選びなさい。
（2024年 高知県公立入試 類似）

1. 桓武天皇が新しい政治を行うため
、都を平城京から平安京へと移した
。

2. 聖徳太子が推古天皇の摂政となり
、憲法十七条や冠位十二階を制定し
た。

3. 天智天皇の弟である大海人皇子が
、天智天皇の子である大友皇子を破
って即位した。

4. 中臣鎌足が中大兄皇子と協力して
蘇我氏を倒し、大化の改新を開始し
た。

問2 飛鳥時代の出来事をまとめた年表において、遣隋使の派遣と同時期の国内体制の整備として位置づけられる法があります。聖徳太子（厩戸王）
が役人の心得を示すために制定し、天皇を中心とした国づくりの基礎となったものを何といいますか。 （2020年 大分県公立入試 類似）

1. 十七条の憲法 2. 五箇条の御誓文 3. 御成敗式目 4. 大宝律令

問3 7世紀前半、聖徳太子（厩戸王）らが中心となって推進した、日本で最初の本格的な仏教文化を何というか。 （2018年 大分県公立入試 類似）

1. 飛鳥文化 2. 弘仁・貞観文化 3. 天平文化 4. 国風文化

問4 聖徳太子が定めた冠位十二階について、この制度が目指した内容を説明したものとして正しいものを選びなさい。 （2022年 高知県公立入試 類似）

1. 全ての国民を戸籍に登録し、口分
田を割り当てるための基準とした。

2. 個人の能力や功績に応じて、色の
異なる冠を授けて役人の位を区別し
た。

3. 地方の豪族を「国司」として任命
し、土地と人民を直接支配させた。

4. 一度授けられた位は子孫に受け継
がれることを原則とした。

問5 日本の歴史における主な出来事を時系列順に整理したとき、7世紀中頃に中大兄皇子らが中心となって進めた、天皇中心の国づくりを目指す一連
の政治改革にあたるものはどれか。 （2022年 青森県公立入試 類似）

1. 大化の改新 2. 聖徳太子の政治 3. 桓武天皇の平安京遷都 4. 聖武天皇の仏教政策

問6 天武天皇から持統天皇の時期にかけて進められた、天皇中心の政治体制を整えるための具体的な記述として最も適切なものはどれですか。
（2022年 福岡県公立入試 類似）

1. 飛鳥浄御原令の編纂や、日本とい
う国号、天皇という称号の使用を定
めた。

2. 平安京へ遷都を行い、新しい仏教
勢力と結びついて律令政治の立て直
しを図った。

3. 仏教の力で国家を守るため、全国
に国分寺や国分尼寺を建立すること
を命じた。

4. 冠位十二階を定めて家柄にとらわ
れず才能のある人物を登用し、憲法
十七条を作成した。

問7 かつての都であった藤原京の跡地からは、多くの木簡が発見されています。その中には、現在の長野県にあたる地域から特産物が都まで運ばれ
たことを記したものがあり、地方まで中央の支配が及んでいたことが分かります。このような統治体制を確立させる契機となった出来事として
、最も適切なものはどれですか。 （2020年 愛知県公立入試 類似）

1. 東大寺に大仏が造立されたことで
、仏教の力によって地方の反乱を鎮
める仕組みができた。

2. 墾田永年私財法が出されたことで
、地方の有力者が独自に土地を開発
し、都に献上する流れが加速した。

3. 大宝律令が制定され、全国を国・
郡・里に分けて役人を派遣する律令
国家の体制が整った。

4. 冠位十二階の制度が整えられ、家
柄にこだわらず才能のある人物を地
方の役人に登用した。

問8 645年に起こった政治改革において、中臣鎌足（藤原鎌足）らとともに、権勢を振るっていた蘇我氏を倒し、後に天智天皇として即位した人物は
誰ですか。 （2023年 沖縄県公立入試 類似）

1. 中大兄皇子 2. 聖徳太子 3. 大海人皇子 4. 足利尊氏

問9 飛鳥時代、聖徳太子（厩戸王）によって制定された「憲法十七条」の主な目的として、当時の政治状況から考えて最も適切な説明はどれですか
。 （2020年 奈良県公立入試 類似）

1. 役人が政治を行う上での道徳的な
心がまえを示し、天皇を中心とする
国家体制を整えるため

2. 地方の豪族が所有する土地と人民
をすべて天皇に返還させ、公地公民
制を確立するため

3. 僧侶に対して厳しい修行を義務付
け、仏教の教義を統一して寺院を管
理するため

4. 民衆に対して重い税を課すための
根拠を示し、国の財政を安定させる
ため

問10 7世紀半ば、朝鮮半島では新羅が唐と結んで勢力を広げ、百済を滅ぼしました。これを受けて、当時の日本（倭国）がとった行動とその結果とし
て正しいものはどれですか。 （2015年 佐賀県公立入試 類似）

1. 元（モンゴル帝国）の侵攻を阻止
するために朝鮮半島へ出兵したが、
文永の役で大敗を喫した。

2. 百済の再興を支援するために朝鮮
半島へ大軍を送ったが、白村江の戦
いで唐・新羅の連合軍に大敗した。

3. 唐と結んで朝鮮半島での権益を確
保しようとしたが、白村江の戦いで
新羅の軍勢に敗北した。

4. 高句麗の再興を支援するために朝
鮮半島へ大軍を送ったが、白村江の
戦いで唐・新羅の連合軍に大敗した
。

問11 7世紀前半、聖徳太子（厩戸王）が推古天皇を助けて政治を行っていた時期に、中国大陸や朝鮮半島の強い影響を受けて成立した、日本最古の仏
教文化を何と呼びますか。 （2019年 滋賀県公立入試 類似）

1. 飛鳥文化 2. 白鳳文化 3. 国風文化 4. 天平文化

問12 飛鳥時代、聖徳太子（厩戸王）が推古天皇の摂政として政治を行っていた時期に定められた「冠位十二階」の制度について、その目的を説明し
たものとして最も適切なものはどれですか。 （2019年 長崎県公立入試 類似）

1. 戸籍を作成して人々に土地を割り
当て、税の徴収を確実にするため

2. 家柄にとらわれず、能力や功績の
ある人物を役人に登用するため

3. 有力な豪族に対し、代々特定の役
職に就く特権を認めるため

4. 仏教の教えを政治の基本とし、国
全体の道徳を高めるため

問13 天智天皇が白村江の戦いでの敗北後に進めた、国家体制を整えるための改革において、670年に作成された日本初の全国的な戸籍の名称として正
しいものを選びなさい。 （2026年 埼玉県公立入試 類似）

1. 庚午年籍 2. 班田収授法 3. 庚寅年籍 4. 大宝律令

問14 7世紀の日本は、聖徳太子の政治や大化の改新（645年〜）など、国家の仕組みが大きく変化した飛鳥時代にあたります。この時期に天皇を中心
とする中央集権国家の建設が急がれた背景として、最も適切な説明を選びなさい。 （2020年 神奈川県公立入試 類似）

1. 地方の武士が力を持ち始めたため
、その反乱を抑えるための軍事力を
整備したかったから

2. キリスト教の伝来による文化的な
混乱を鎮め、仏教を中心とした国づ
くりを目指したから

3. 唐や新羅といった強大な外国の脅
威に対抗するため、国内の統治体制
を固める必要があったから

4. ヨーロッパ諸国との貿易を円滑に
進めるために、港の整備と度量衡の
統一が必要だったから


